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令和５年度知立市防災会議  議事概要  

 

１  日時及び場所  

日時：令和６年１月２５日（木）  午後３時００分～午後３時４０分  

場所：知立市役所  第２・３会議室  

２  出席者及び欠席者（出席者：２４名（内オンライン参加者５名）  欠席者：１名）  

○出席者  

林  郁夫（知立市長）※会長  

高橋  昌信（陸上自衛隊第 10 特科連隊第三大隊長）  

伊藤  修司（愛知県西三河県民事務所  所長）  

丸山  晋二（愛知県衣浦東部保健所  所長）※代理  次長兼総務企画課長  川口  竜二  

竹内  久敬（愛知県知立建設事務所  所長）  

渡邉  和永（愛知県安城警察署  署長）※代理  警備係長  小棚木  健一  

小森  和也（衣浦東部広域連合知立消防署  署長）  

池田  滋幸（知立市消防団  団長）  

武田  大吾（中部電力パワーグリッド株式会社刈谷営業所  所長）  

本多  裕治（西日本電信電話 (株 )東海支店  設備部長）  

※代理  災害対策室担当課長小野川  知秀  

安田  広治（東邦ガスネットワーク (株 )刈谷導管課  課長）  

小南  敏和（ (社 )愛知県エルピｰガス協会西三河支部三河中央分会知立地区地区長  

※代理  副地区長  中村  隆  

宮谷  真正（刈谷医師会知立支部代表）  

新美  徳洋（知立市薬剤師会  会長）  

近藤  ひろ子（名古屋市港防災センター防災教育アドバイザー）  

伊藤  将司（知立市自主防災会連絡協議会  会長）  

高橋  敦子（知立市社会福祉協議会  会長）  

中川  敦（知立市商工会  理事）  

田中  寛孝（あいち中央農協知立地区担当理事）  

永田  久枝 (知立市国際交流協会  顧問 ) 

高木  一恵（防災ママかきつばた  代表）  

松原  優子（特定非営利活動法人  愛知ネット）  

水谷  弘喜（知立市副市長）  

宇野  成佳（知立市教育長）  

○欠席者  

久田  邦博（知立市歯科医師会  会長）  

（順不同・敬称略）  

○事務局（危機管理局  安心安全課）       

危機管理局長  望月  良修   

安心安全課  

課長  佐藤  洋一郎  

課長補佐兼防災係長  加藤  千典  

防災係  主査  杉浦  奏太郎  

防災係  主事  中根  祐介  
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３  議  題  

・令和５年度知立市地域防災計画の修正について  

・令和５年度知立市水防計画の修正について  

 

午後３時００分  開会  

------------------------------------------------------------------------------- ----------- 

○会長（市長）  あいさつ  

・能登半島地震において亡くなられた方へのお悔みとお見舞いを述べた。  

・知立市の支援状況について報告をした。  

・この地域でも南海トラフ地震が危惧されるため防災対策を推進するため、皆様のお力添え

をいただきたい。  

○事務局（安心安全課長：佐藤）  

・委員の皆様のご紹介ですが、時間の都合により手元の名簿での紹介にかえた。  

・その後の進行は、知立市防災会議条例第３条の規定により、本会議の会長は市長が務め会

務を執り行うこととなっておりますので、市長に議事の取り回しを依頼した。  

○会長（市長）  

・「令和５年度知立市地域防災計画の修正について」を事務局より説明を求める。  

○事務局（安心安全課：中根）  

 資料に基づき説明。  

○会長（市長）  

・委員に対し意見・質問などを求める。  

・「令和５年度知立市地域防災計画の修正」については、原案のとおり、修正することが承

認された。  

○会長（市長）  

・「令和５年度知立市水防計画の修正」について、を事務局より説明を求める。  

○事務局（安心安全課：中根）  

 資料に基づき説明。  

○会長（市長）  

・委員に対し意見・質問などを求める。  

○近藤ひろ子委員（名古屋市港防災センター防災教育アドバイザー）  

・「災害ボランティアセンター」設営訓練は、いつ、どこで、どのような形で、何人くらい

の人が参加して実施されていますか。  

・能登半島地震の状況をみるとり災証明の申請にあたって非常にご苦労されている。知立市

の場合は総務部税務課が担当になるということだと思います。住家被害の認定は税務課で何

名程出来る方がいらっしゃるのでしょうか。  

○事務局（安心安全課：杉浦）  
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・１点目は総合防災訓練の実施日に合わせて、福祉の里八ツ田（知立市社協）にて「災害ボ

ランティアセンター」設営訓練を実施。20 名程度が参加している。  

・２点目は税務課の職員は 26 名おり、「住家の被害認定（調査）」に関しては、資産税係

の職員 9 名を中心に実施していくこととなっている。  

○近藤ひろ子委員（名古屋市港防災センター防災教育アドバイザー）  

・回答ありがとうございます。  

・１点目の災害ボランティアセンターについては市の担当部署である企画部協働推進課と

社会福祉協議会との顔の見える関係を構築できるように、お願いします。  

○永田久枝委員（国際交流協会顧問）  

・配慮を要する高齢者、障がい者等の「等」に外国人の人は入りますか。  

・学校における防災教育と記載があるが、保育園等でも熱心に取り組んでいるのでそこの記

載はいいですか。  

・今朝の新聞で読んで初めて知ったが、環境省の人材バンクはご存じですか。知立市として

はどう捉えているか３点お願いします。  

○事務局（安心安全課：杉浦）  

・１点目の配慮を要する高齢者、障がい者等の「等」に外国人が含まれるか、ということで

すが、県計画とも表記をあわせているが、今後は市独自で記載するかも研究していきたい。

外国籍の方は情報をいかに伝えるか、という点が重要だと思うのでその点を強化していく。 

・２点目の防災教育ですが、保育士等に研修を毎年行っている。本日ご出席いただいている

近藤ひろ子委員にも講師を務めていただいき実施をしています。  

・幼少期への防災教育に関しては教育という表現が良いかという点もあるが、県計画に合わ

せるだけでなく、市が先行して記載することもあるかもしれない。今後、研究させていただ

きます。  

・環境省の人材バンクについては災害廃棄物の所管は環境課となります。我々も詳しくは知

らないので、研究させていただきます。  

○近藤ひろ子委員（名古屋市港防災センター防災教育アドバイザー）  

・11 年前から知立市から声をかけてもらい新任教員、保育士の研修を毎年担当させていた

だいている。それに加えて総合防災訓練を行う校区の中学生に防災教育をしている。愛知県

下の市町村はたくさんあるが、継続して実施しているのは知立市だけ。  

・総合防災訓練の校区以外の中学校で防災教育を実施できるように市としても支援いただ

ければと思います。  

○会長（市長）  

・「令和５年度知立市水防計画の修正」については、原案のとおり、修正することが承認さ

れた。  

・議題の審議を終了した。  

○事務局（安心安全課：中根）  
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・事務局からの連絡事項として、2 月 17 日（土）に開催する知立市防災講演会について資

料を基に説明。  

○事務局（安心安全課長：佐藤）  

・慎重審議ありがとうございました。  

・これをもちまして令和５年度知立市防災会議を終了します。ありがとうございました。  

--------------------------------------------------------- --------------------------------- 

午後３時４０分  閉会  


